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Leading Edge 

 
Greeting  
今年は少し早めの秋の訪れを感じている山中湖ベースです。JAA 会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか。 

季節報としてお届けしている JAA Leading Edge ですが、2017 年上期は非常に充実した日々を過ごし、今

号は 2017 春夏合併号となりました。 

高知県、茨城県・境町、そしてアメリカへと、活動の場を広げている日本製エアボートのレポートをた

っぷりお届けします。 
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1．【会長手記】 

「東日本大震災から 6年目の 3月に 
	 救助エアボートを高知県警に納艇」 

JAA会長	 佐々木 甲 

	 高知県警察の救助艇エアボートの制作は、1 本

の電話から始まった。「エアボートを南海トラフ対

策のひとつとして導入を検討しているのでよろし

くお願いします」という内容だった。それが正式

に高知県が予算を計上する約 1 年前。当初は「ほ

んとうなのか？」という思いもよぎった。その後、

書き尽くせないほどの試行錯誤とたくさんの方々

の協力のおかげで、今年正式に納艇し、日本初の

「県警の救助艇エアボート」として訓練を開始す

ることとなった。それまでの経緯を書き留めてお

きたい。 
デモンストレーションを経て、高知県警での落札

までの道のり	 

高知県では、NPO 防災寺子屋を主宰している西

田政雄氏が、かねてから南海トラフ地震による津

波での減災対策の一つとしてエアボート導入を呼

びかけていた。また、浜田英宏県議会議員（現在

は県議会議長）も、導入が望ましいという思いで

議会質問を行うなど積極的に県への働きかけてく

ださっていたのだ。	 

	 そして、エアボートとはどんな乗り物なのか、水

害時にはたして役立つ物なのか、それを確認する

ため、2015 年 10 月 27 日に鏡川でデモンストレー

ションを行うことになった。これも、西田氏が中

心となって走行場所の選定や見学者への案内など

熱心に動いてくださったおかげだ。大勢の見学者、

そしてたくさんの方が試乗。テレビの取材もあり、

デモ当日の夕方は生放送にも出演させていただい

た。翌日は県庁へ表敬訪問。危機管理部で津波に

よる浸水について説明も聞くことができた。その

中で、瓦礫が浮遊する水域では、エアボートが船

の中でもダントツで機動力があり活躍できること

を、鬼怒川での救助活動の実績から進言。さらに

エアボートの操縦には慣れる必要があり、早く導

入されて操縦スキルをあげたほうがいいというこ

ともアドバイスさせていただいた。	 

こうして見事に高知県はエアボート購入のため

の予算を計上させることができ、いよいよ 2016 年、

フレッシュエアーが見事に落札、実際に製作に向

けて動き始めることになった。 

 
始まりはサイズとの闘い。船体の幅を 30 ㎝削る

ことの意味 

日本初エアボートの救助艇には、ほかのエアボ

ートにはない数々の工夫とチャレンジが詰まって

いる。県警の運搬車にエアボートを乗せるための

サイズ制限。これが全てのチャレンジの元となっ

たと言えるだろう。	 	 

	 エアボートのベースとなる笹船部分をハル

（HULL）と呼ぶが、まずはこの幅が 2160 ㎜以内で

あることが大前提の数値となった。スタンダード

なエアボートで幅 2400～2500 ㎜ほどなので圧倒

的に狭い。しかも 6 人乗りで 30 ㎝削るということ

は、安定感が全く異なってしまう。左右の揺れが

大きくなりやすいため、なんとか最小限の削り幅

でできないかと 2270 ㎜という提案をしたものの、

あえなく却下。2270 ㎜でさえトラックに載せられ
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ない。一般の場合でも運搬車に乗せられる制限は

あるけれど、県警はなおさら厳しい基準となる。	 

	 さらに、全長も 5400 ㎜以内という制限があり、

これも運搬時のための限界値。船の船先（グラス

レイキと呼ばれる部分）を畳む工夫をし、さらに

後部のラダー（方向蛇）を折り畳み式にすること

に。ハルの作製をするアメリカへは、この時点で

作り直す指示を出した。図面ももちろん新たに書

いた。	 こうしたダウンサイジングの発想は、国土

の広いアメリカにはない。日本は、国土が狭けれ

ば道も川も狭い。今後も、こうした工夫は必要に

なるかもしれない。日本でエアボートをやるって

いうことは、こういうことなんだと実感した。	 

	 

全てを折りたたんで積載した状態	 

 
時間との闘い。もう睡眠時間を削るしかない！ 

さて、こうして注文通りにハルはできたものの、

完成してさあ出荷、コンテナに積み込むという日

に、ハリケーン	 マシュー（2016 年 10 月ハイチで

400 人、アメリカ・フロリダで 4 人の死者が出た

大型ハリケーン）が来てしまった。フロリダ中の

工場が閉鎖した。これはもうどうにもならない。

自然の力には勝てない。	 

発注した当初から、アメリカでの作業が遅れる

ことを見越し、1 カ月半ほど早めの納期を伝えて

いたものの、まさかのハリケーンでその 1 カ月半

分遅れてしまった。もう想定していたスケジュー

ルのギリギリ。ハルが山中湖ベースに届いた時点

で、すでに 12 月。納期は 2 月末。3 カ月を切って

いる。もうこれは一枚岩になってやるぞ！と気炎

をあげたものの、12 月末、私が肺炎になってしま

った。原因不明の高熱が続き、「もし、肺がんだっ

たらあとは頼むぞ」と言って検査を受けたら肺炎

だった。肺がんではなくてホッとしたが、高熱で

起き上がれなかった 10 日間はとにかく私抜きで

動いてもらうことになった。今も本当にチームの

みんなに感謝している。肺炎から回復したのちは、

平均睡眠時間３時間あるかなしかの日々で、ひた

すらエアボートと格闘し続けた。	 

 
プロペラ搭載での闘いは独自の工夫が必要に 

サイズの次に問題となったのが、プロペラの搭

載。船体の幅が狭くなったことで、横のローリン

グに対する耐性が低くなり、船体は著しく安定を

損なう。	 

	 

そのバランス性能を補うために、エンジンの位

置を 127 ㎜下げることになった。つまり、後部の

プロペラの中心位置を下げるのだ。これ自体はそ

んなに難しくはない。ところが、このことに絡ん

で様々な作業が必要になった。	 

	 プロペラ自体の直径は推進力に関わるので変え
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られない。センターを 127 ㎜下げることは、プロ

ペラ末端も下がり、通常なら船体によってプロペ

ラの描く円の下部が欠けることになる。 

 

図を見てもらうとわかりやすいが、船体に妨げ

られる分、風力＝推進力もそれだけ落ちてしまう

ことになる。だったらその分、ハルの後尾を弧を

描くように開けてやればいいのだが、そうなると

船の底が浅くなり、波をかぶった時に浸水する可

能性が高くなってしまう。このことは、JCI（日本

小型船舶検査機構）の規定に引っかかってしまっ

た。これでは船舶として認定されない。そこで、

欠けた円を補う板をつければいいのでは、という

案が浮かんだ。エンジンが動いて走行している間

は、この板が外れて風が全面を通り、止まったら

この板がまたパタンと閉じる仕組みだ。しかし、

この閉じる部分には、錆びてしまう蝶番（ちょう

つがい）は使えない。蝶番を使わずにバネの力で

パタンと閉じる仕組みを考案し、これで JCI の規

定はクリアできた。

 

ここに書いたのは、2160 ㎜というイレギュラー

な細身で 6 人乗りのボートができあがるための工

夫のうち、ほんの一部。まだまだ記しきれないほ

どの技術が搭載されている。これが一般用のエア

ボートならここまで厳しくはなかったかもしれな

い。でもやはり、警察の仕様書通りのエアボート

を納めるということは、1 ㎜単位での厳しさが求

められた。部品 1 つ 1 つからプレートから、オリ

ジナルで作ったパーツは数え切れない。技術とと

もに端々までクオリティの高いものを目指し、時

間と費用は確かにかかった。 

 
２枚のラダーを折りたたんだ状態	 

	 

厳しい県警からの、報われる一言が財産 

特に厳しいチェックを受けたのが、山中湖での

視察。メカニックに精通している装備施設課によ

るチェックは、とにかくごまかしが効かない。ニ
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コリともしない厳しい課員の方々から、「ここはど

うなの？」「こっちのほうがいいんじゃないの？」

と指摘される中、非常に緊張しながら作業したの

を覚えている。	 

とにかく厳しかった高知県警へのエアボート納

艇。でも、だからこそ、納艇した船で初めての訓

練をした時、署員の方々から「エアボートは安定

している」「操縦が楽しい」そして何よりも「いい

船だ」と言われた時には、これはもう財産とも言

える喜びがあった。	 

	 こうして 3 月、納入日を少し延長していただき、

高知県警へ納艇、訓練がスタートした。	 

	 

訓練一日目	 座学風景	 

	 

	 私たちも何度も高知県に通い、訓練指導やメン

テナンスに当たっている。南海トラフだけでなく、

台風などの水難水害時、この救助用エアボートが

ひとりでも多くの命を救ってくれることを信じて

いる。ちょうど東日本大震災から 6 年。あの恐ろ

しい大津波や瓦礫で助けに行けないもどかしい映

像を見て救助用としてエアボートを造ろうと決め

た 3 月だった。6 年後の同じ月に救助用エアボー

トを納艇できたことは、とても大きな 1 歩であり

感慨深い。	 

 

2. 【活動報告 1】アメリカでの研修 

実施日：2016年 8月 

 

2016 年 8 月に渡米し、ネブラスカ州とフロリダ

州へ行って参りました。渡米者は会長の佐々木と

広報・会計の江田です。主にはフレッシュエアー

社の事業上のものでしたが、エアボートの新情報

など、皆様にお知らせしたいことをご報告させて

いただきます。	 

ネブラスカ州では、オマハ空港からアッシュラ

ンドまで車で 30 分ほど走らせたところにあるニ

ルビルドエアボートにおじゃまさせていただきま

した。2 人乗りのエアボートと、ポンツーンエア

ボートの見学と試乗、そしてエアボートライドを

行ってきました。

	 

2 人乗りのエアボートは、エンジンがスバルの
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1600CC4 気筒、船体は FRP 製で、ラダースティッ

クにアクセルが合体した造りです。ネブラスカの

河川の多くが砂地で、小さなエアボートでも滑ら

かに走らせることができ、操舵も軽くて小回りが

利きます。運搬も一般のボートトレーラーで運べ

て気軽に楽しめます。	  

	 

一方、ポンツーンエアボートは座席エリアがゆ

ったりした造りで豪華な印象でした。ポンツーン

とは台船という意味があるらしく一般に使われる

エアボートの幅よりかなり広く座席下には収納も

あり座席に横たわって過ごすこともできます。備

え付けのテーブルも贅沢な雰囲気です。	 

 

 日本の河川では、中洲は行くことができない場

所、増水したら取り残される場所というイメージ

が浮かぶかもしれませんが、エアボートなら簡単

にアクセスでき、プライベートな空間をもつこと

も可能です。愛犬を放して遊ばせたり、仲間だけ

の BBQを楽しんだりできたら、中洲は特別なエ
リアになるかもしれませんね。 

 

ネブラスカ	 ライドの休憩は中洲 

	 

	 今回試乗したポンツーンエアボートの幅は 2.65

ｍあり、アメリカではトレーラーに乗せて移動も

可能ですが、日本国内では、事前に道路走行許可

書をもらって走る必要があります。走行許可が不

要な範囲内で製造するとなると、どうしても 2.5

ｍ以内の幅に納めないといけなくなりますが、ア

イデア次第で現行法に合うポンツーンエアボート

を日本に広められたら面白いと思いました。	 	 

	 ネブラスカからアメリカ最南州に位置するフロ

リダへ移動し、レベルアップ・エアボート・トレ

ーニングを受講しました。
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  180（ワンエイティ）ターンやウェッティングダ
ウンなど、エアボートならではの操縦トレーニン

グです。エアボートは陸上にビーチングできると

いう利点がある一方でバック機能がなく正しい操

縦スキルも必要な乗り物です。このスキルを身に

付ければ高度な危険回避が可能となり船体の保護

にも繋がることになります。	 もともと、鋭角なタ

ーンはできていたのですが、正式な訓練を受ける

中で何度も何度も練習を重ねると、「教える」とい

うことへも自信がもてるようになります。エアボ

ート納艇後に行うトレーニングは、自信をもって

安全に操縦するために最も重要であると考えてい

ますので、今後もレベルアップトレーニングを続

けて行く予定です。

 

 

3.【活動報告 2】 
JAA Meeting - Winter 2016 in 
TOKYO 

実施日：2016年 12月 21日 

	 

年末恒例の一年の締めくくり、都内で開催される

唯一の会員交流イベント 

今回の場所は、「マツシタバッコス」。高田馬場

駅から歩いて 5 分ほどのところにある自然派ワイ

ンが美味しいレストランです。	 	 

開会は、副会長の村石の挨拶から。続いて、オ

ープニング用に準備した動画をご覧いただきまし

た。動画が終わると同時に、皆さんで乾杯。美味

しいお店のお料理もテーブルに並び、しばし歓談

タイムとなりました。	 	 

プログラムの予定通りだと、次は佐々木会長の

マジックショーなので、準備を進めていたところ、

突然のサプライズが！	 なんと、当協会々員の

「Ridy	 Hudson」が急遽、弾き語りで歌ってくれた

のです。胸にしみわたる美しい歌声が流れると、

みなさんの驚きと興奮は感動に変わって行ったよ

うでした。誰よりも、佐々木会長が驚き喜んでい

たのが印象的でした。Ridy のサプライズ・ライブ

は大成功。お忙しい中、本当にありがとうござい

ました。	 
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	 	 サプライズライブで盛り上がった熱気の冷めぬ

中、通常プログラムに戻り、佐々木会長のマジッ

クショーがスタート。事前告知はしていたものの、

何しろ素人。参加者の皆さんは、期待しつつも素

人レベルのマジックを想像されていたのではない

でしょうか。	 参加者の中から何人かお手伝いのた

めに前に来てもらい、その人だけが分からないマ

ジックや、笑いを誘うようなマジック、そして誰

もが「えーっ!?」と叫ぶようなカードマジックな

ど、たっぷりと楽しみました。この時のバックミ

ュージックを担当したのは、故	 尾崎豊のバンドマ

スターでピアニストの井上敦夫さん（当協会員）

でした。とても贅沢なバックミュージックでした

が、今回はそれ以外の曲を聴けなかったので、次

の機会では是非聴きたいですね。	 	 

	 

	 	 

	 今回、会場として利用させていただいたマツシ

タバッコスさんは、高田馬場駅から近く、小規模

の演奏もできて、何よりワインやお料理など、提

供されるもの全てをとっても美味しくいただきま

した。オーナーの松下晋司さんにはいろいろご協

力いただいたうえに、当協会へもご入会していた

だきました。誠にありがとうございました。
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4.【活動報告 3】 
JAA Meeting-Summer 2017  
in Sakaimachi 

実施日：2017年 7月 16日〜17日 

 
今春納艇した境町のエアボートで、夏の利根川を

楽しむ Summer Meeting を開催 

境町は利根川沿いの街。昔から渡し船がありま

したが、年々川底に蓄積される砂によって川が浅

くなってきているため、屋形船が使いづらくなっ

ているそうで、スクリューが船底にないエアボー

トが使えるのでは、ということからフレッシュエ

アーに依頼がありました。デモンストレーション

を行ったところ、「観光用に、また、いざという時

には救助艇としても」ということで正式に依頼が

確定。水深に関係なく走れるところに魅力を感じ

てもらえました。	 

フレッシュエアーで管理していたデモンストレ

ーション用のエアボートをリノベーションするこ

とになりましたが、ただ外装を変えるだけでなく、

エンジンも交換しました。これは川から陸へ上が

るスロープを、そのまま風力で上がれるように、

というもの。元の装備の 1.5 倍ほどの 385 馬力の

エンジンを搭載しました。	 

	 制作中の 2017 年の 3 月下旬には、菜の花フェス

ティバルにて試乗会を開催。水深が足のくるぶし

ほどの水域もなんなく走る 4 人乗りのエアボート

は、地元の方々に「これはいい」と受け入れても

らえました。	 

	 そして 2017 年 4 月 27 日に納艇に伺うと、なん

と予想しなかったほど盛大な式典が準備されてい

ました。テントが張られ、境町町長をはじめ、町

議会議長、観光協会会長、消防署長、河川管理事

務所所長、警察、錚々たる方々に見守られる中、

神主さんにお祓いしていただき、進水式が執り行

われました。小雨が降る日でしたが、来賓による

試乗も好評でした。また、新聞社やテレビ局の取

材もあり、当日夕方の NHK 水戸のニュースで 5 分

近く取り上げてもらいました。それだけ注目度の

高い進水式だったと、改めて感じました。	 

	 

境町	 盛大に執り行われた進水式	 

	 

	 
境町	 橋本町長（右から３番目）とともに	 

	 

7 月 16～17 日、利根川大花火大会に合わせた JAA

のイベント 

	 32 回を迎える、歴史ある利根川大花火大会とそ

の翌日、境町にて JAA もイベントを開催しました。

花火大会の日は、境町観光協会の野口会長（当会

会員）が中心となって、利根川をパトロール。上
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流は新幹線のガード下まで、下流は鬼怒川との分

岐手前までを走行。市民の方の目に止まればと PR

も兼ねての巡航となりました。	 

日が落ちた後、約 2 万 800 発という盛大な花火

大会をみなさんと鑑賞しました。イベントステー

ジでは、ピアニスト奏者の井上敦夫さん（当会会

員）が率いる「尺ペラーズ」の演奏もありました。	 

	 翌朝は、キャンプしたり近所の宿泊施設に泊ま

った会員のみなさんと一緒に、川原のクリーンナ

ップからスタート。	 

	 

花火大会翌朝、河川敷清掃	 

	 

	 朝食を済ませた 9 時ごろから 1 日だけ参加の会

員も続々と集合しました。最終的には 40 人ほど集

まり、大盛況のイベントとなりました。

	 

	 この日の昼食はバーベキュー、と言いながら、

バーベキュー以外にもたくさんのお料理が。これ

らは全て、会計・広報の江田さんが準備してくれ

たもの。特製にんじんドレッシングのサラダ、ス

パイシーポテト、生で食べられる白いスイートコ

ーン、大きなズッキーニのソテー、そしてロース

トビーフ…。バーベキューの肉は、高田馬場「克

ッ（KA-TSU）」の店主、金澤和輝さん（当会員）が

焼いてくれて、プロの焼き加減となりました。冷

やしうどんの特製つけダレは西沢史生さんがわざ

わざ高知の名店で購入してきてくれたもの。そし

てシメはスイーツ！吉田達志さん（当会員）の特

製スイーツ、チョコレートフォンデュは絶品で男

性にも大人気でした。
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飲み物もたくさんの種類があった中、生ビールの

大きなサーバーが置かれていました。これは「道

の駅さかい」の高橋店長（当会員）が 5 樽も寄贈

してくださったもので、暑い中のオアシスとなり

ました。	 

	 さて、メインイベントは会員のエアボート乗船

体験。この日は 3 人ほど、操縦体験もできました

（操縦は船舶免許 2 級以上が必要）。「何回も乗り

たい！」の声にもお答えし、利根川の浅瀬の砂州

に乗り上げて、またさらにそのまま川面に戻ると

いったエアボートならではの楽しみ方を披露でき

ました。高知県から参加してくれた西沢さんは、

持参したドローンから集合写真も撮影してくれま

した。日頃から水上バイクや船に乗っている会員

からは、「この水深は水上バイクでも走るのは無理。

走れるのはエアボートだけですね」「スクリュー船

にはない走りや操縦の面白さがあって楽しい」な

ど嬉しい言葉をもらいました。	 

さらに佐々木会長が「感慨深い」と語ったのは

エアボート 2 艇でのランデブー走行。	 

	 

日本初	 利根川でのランデブー走行	 

	 

	 	 	 

浅瀬に停めて記念写真	 

	 

	 境町のエアボートと、山中湖ベースから運んだ

エアボートが同時に利根川を走りました。「アメリ

カ本土では、十何艇もの色とりどりのエアボート

が一斉に走行するんです。それはもう壮観。いつ

か日本でもと思っていますが、今回のエアボート

2 艇によるランデブーはその第一歩。うれしかっ

たですね」（佐々木会長）	 

エアボートの普及を応援する JAA 会員もたくさ

ん参加して、境町の川に、皆さんと一緒にエアボ

ートを走らせることができました。	 
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ドローン撮影：西沢史生さん（当会員）	 

 

5. 2017年今後の予定 
	 12月	 年末ミーティング	 都内開催予定 

 
 

6．会の目的 
	 Japan Airboat Associationは「日本国内におけ
るエアボートの普及や安全管理」を目的としてお

り、この目的を達成するために以下の 5 項目を柱
に活動して参ります。 
・Popularization: 各種イベントの実施 

・Safety: 航行マナー講習、整備講習の実施 
・Leisure: レジャー用エアボートの提案 
・Rescue: 救助用エアボートの提案 

・Volunteer: エアボートによる地域貢献、 
	 	 	 	 	 	  災害時の救助活動の実施 
 
ページ数の都合により今号の Airboats Tipsはお
休みします。 
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